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何
物
か
を
希
求
せ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い

若
い
世
代
の
た
め
の
大
学
と
し
て

右
写
真
は
単
創
期
の
本
学
の
様
■
．

本
学
は
昭
和
四
十
六
年
学
校
法
人
中

央
学
院
徳
山
大
学
と
し
て
経
済
学
部

経
済
学
科
の

一
学
部
　
学
科
で
ス
タ

ー
ト
し
た
．
開
学
に
あ
た

っ
て
、
当

時
の
高
村
徳
山
市
長
は

「公
正
な
社

会
観
と
正
し

い
倫
理
感
の
確
立
を
基

に
、
知
識
と
と
も
に
魂
の
教
育
を
重

視
す
る
大
学
と
な
り
、
日
本
の
大
学

教
育
の
モ
デ
ル
」
と
な
る
こ
と
を
祈

念
す
る
と
言
わ
れ
た
。

ま
た
、
初
代
学
長
の
湯
村
先
生
は

「真
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
意
義
を
向

ら
体
得
す
る
よ
う
人
間
形
成
の
場
と

し
て
万
全
を
期
す
る
よ
う
努
力
し
ま

す
」
と
述

べ
て
お
ら
れ
た
。

例
す
る
大

一電

２０
周
年
特
集
号

¨

１

凸
一ヽｒ
ｉ・
・
・贔

一　
そ
し
て
一
一十

一
世
紀
を

目
の
前
に
し
て

現
在
の
徳
山
大
学
は
経
済
学
部
経

済
学
科
経
営
学
科
の
　
学
部

一学
科
、

学
生
数
二
千
四
百
名
．

校
友
会
設
立
か
ら

一十
年
の
月
日

が
流
れ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
会
員

数
（卒
業
生
数
）も
九
千
人
を
越
え
親

睦
団
体
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
母
校

支
援
の
団
体
と
し
て
着
実
な
歩
み
を

続
け
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
校
友
会
の
果
た
す
べ

き
姿
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な

っ

て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
大
学
を

取
り
ま
く
状
況
は
決
し
て
楽
観
で
き

る
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
卜
八
歳

人
日
の
減
少
に
伴
う
受
験
者
の
減
少

に
よ
り
各
大
学
と
も
対
策
を
講
じ
て

き
て
い
る
こ
本
会
も
、
ニ
ト
周
年
を

迎
え
や

っ
と
本
格
的
活
動
が
で
き
る

団
体
と
し
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
き

た
と

い
う
と
こ
ろ
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
か
ら
も
本
会
は
母
校
に
対

し
て
そ
の
発
展
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
活
動
を
続
け
て
い
く

べ
き
で

あ
ろ
う
。
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校
友
会
２０
周
年
記

実
上
最
大
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
幕
開
け

地
域
の
財
界
人
、
文
化
人
、

大
学
教
職
員
を
交
え
、

熱
い

一
時
は
送
ら
れ
た
。

徳

山

大

学

二

十

日

午

記

念

バ
ー

テ

ィ

ー

は
平

成

七

年

六

月

二

十

四

日

（
十

）
徳

山

の

ア

ド

・
ホ

ツ
ク

ホ

テ

ル

九

福

で

開

催

さ

れ

た

。

米

賓

と

し

て

高

村

経

済

企

画

庁

長

官

を

は

じ

め

周

南

地

区

の
市

長

議

長

高

校

長

、

さ

ら

に

商

工

会

議

所

会

頭

を

招

待

し

た

。

大

学

よ

り

理

事

長

、

ヽ
一ミ
ミヽ
一ヽヽ
一ヽミ
ミ
ー

‥

学

長

他

教

職

員

多

数

を

招

待

、

総

勢

三

百

名

の

出

席

者

で

行

わ

れ

た

。

こ

れ

ほ

ど

の

規

模

の

バ

ー

テ

イ

ー

（
同

窓

会

）

は

他

に

類

を

み

る

こ

と

の

な

い
も

の

で

あ

り

、

地

域

に

対

し

て

大

学

の

存

在

意

義

を

し

ら

し

め

る

も

の

で

あ

つ
た

。

会

は

、

最

初

に

主

催

者

挨

拶

か

ら

は

じ

ま

り

、

校

友

会

を

代

表

し

て

豊

岡

氏

よ

り

地

域

の

な

か

で

の

徳

山

大

学

の

役

割

の

大

き

さ

と

、

そ

れ

に

伴

う

校

友

会

の

果

た

し

て

い
く

使

命

に

つ

い
て

言

明

さ

れ

、

力

強

く

挨

拶

が

さ

れ

た

〓

続

い
て

各

来

賞

よ

――

祝

計

が

述

べ
ら

れ

、

徳

山

市

議

会

議

長

の
高

松

氏

の

発

声

に

よ

り

乾

杯

が
行

わ

れ

開 念
イ
ベ
ン
ト

宴

し

た

。

パ
ー

テ

イ

ー

は

終

始

和

や

か

な

雰

囲

気

の
中

で

進

行

さ

れ

た

，

ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

と

し

て

、

も

の
ま

ね

タ

レ

ン

ト

の

ト

ニ
ー

ヒ

ロ
タ

シ

ョ
ー

が

行

わ

れ

、

和

田

ア

キ

子

や

、

松

山

千

春

の

も

の

ま

ね

に

爆

笑

の

渦

と

な

っ
た

。

ま

た

、

Ｏ

Ｂ

に

よ

る

飛

び

入

り

の
歌

や

、

紹

介

な

ど

も

行

わ

れ

た

。

会

の
最

後

は

、

河

村

下

松

市

長

の
万

歳

三

唱

に

よ

り

盛

大

に

締

め

く

く

ら

れ

、

本

会

■

卜

Ｈ

年

に

ふ

さ

わ

し

い
内

容

で

終

ｒ

し

た

。

そ

の

後

も

Ｏ

Ｂ

・
恩

師

交

え

て
夜

お

そ

く

ま

で

、

久

し

ぶ

り

の
再

会

の

美

酒

に

徳

山

の

街

は

賑

わ

っ
た

よ

う

だ

‘

機友a2o周年認8コンリロト

平成7年 10月 5日困

徳山市文化会館

伊勢正三LIVE'95

平成7年 9月 18日個)

徳山市文化会館

藤本義一講演会
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●
一
●
●
一
●

″
な
ご
り
雪
″″
２２
才
の
別
れ
″

等
数
多
く
の
名
曲
で
有
名
な
元

か
ぐ
や
姫
の
伊
勢
正
三
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場

に
は
１
１
５
０
名
の
聴
衆
が
集

ま
り
、
新
田
お
り
ま
ぜ
約
２０
・曲

を
披
露
ｃ
ノ
ス
タ
ル
ジ

ッ
ク
な

雰
囲
気
の
中
、
各
自
青
春

の
思

い
出
と
ダ
ブ
ら
せ
て
い
た
よ
う

だ

っ
た
ｃ

(ツ

も

(う

ヽ

″
人
間
再
発
見
″
と
い
う
演
題

で
阪
神
大
震
災
の
経
験
を
は
じ

め

と

し

て

テ

レ

ビ

や

ラ

ジ

オ

で

一　
お
馴
染
み
の
流
暢
な
テ
ン
ポ
で

観
客
を
片
時
も
離
す
こ
と
な
ぐ

魅
Ｆ
し
た
。
１
２
５
０
名
の
聴

衆

に
は
ま
さ
し
く

ア

ツ
と

い
う

間
の
ひ
と
と
き
で
あ

っ
た
だ
ろ

う
し
、
自
分
再
発
見
の
ヒ
ン
ト

・
を
得
た
か
も
し
れ
な

い
．
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学
友
会
２０
周

記
念
事
業

学
生
生

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（仮
称
）

２０
周
年
に
あ
た
リ
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ッ
プ

これ
ま
での
校
友
会
事
業
一艶和け泌酬一フかわ̈
“雌藪漿雌

現

在

ま

で

校

友

会

Ｉ

業

部

で

は

学

生

の
価

利

呼

上

の
向

１‐
を

目

指

し

、

よ

り

よ

い
学

生

生

活

の

た

め

に

多

く

の
Ｉ

業

を

お

こ

な

っ
て

き

た

，

１

０

０

円

で

談

話

で

き

る

喫

茶

経

常

、

２４

時

間

対

応

の

学

生

総

合

保

障

制

度

、

そ

し

て

学

寮

の
経

営

な

ど

が
代

表

的

な

と

こ

ろ

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の
事

業

は

学

生

生

活

と

直

結

し

、

常

に

学

生

生

活

の
側

面

を

支

え

て

き

て

い
る

．

し

か

し

、

反

面

そ

の
個

々

の
業

務

の

煩

雑

さ

は

、

対

外

的

な

も

の

が

多

い

が

ゆ

え

に
、

想

像

を

越

え

る

も

の

が

あ

る

．

学

生

の

た

め

に

や

ろ

う

と

す

お

い
て

の
Ｉ

業

部

迎

音

の

限

界

性

と

い
う

と

の

が

出

て

く

る

と

い
う

の

が

最

近

の

現

状

と

い
え

る

。

仄
憑
濾
軍

Ｔ次
の
ステ
ップ
を
見
つめ
る

さ
て
そ
こ
で
、
次
の
ス
テ
ッ
フ
と

し
て
こ
こ
に
登
場
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
が
学
生
生
活
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー

（仮
称
）
と
い
う
別
組
織
で
あ
る
．

校
友
会
本
体
と
切
り
酢
さ
れ
た
、
株

式
会
社
の
設
立
で
あ
る
，
資
本
企
は

大
学
と
本
会
の
共
同
出
資
、
平
成
８

年
度
中
の
ス
タ
ー
ト
を
め
ざ
し
て
ド

記
の
業
務
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
校
友
会
木
米
の
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
る
、
あ
る
い
は
在

学

生

へ
の

援

助

と

い

っ
た

面

の
事

業

を

促

進

す

る

こ

と

が

で

き

本

会

の

充

実

発

展

に

つ
な

が

る

と

考

え

ら

れ

る

。

ま

さ

に

２０

周

年

に

ふ

さ

わ

し

い
ネ

ク

ス
ト

ス

テ

ッ
プ

の

た

め

の
事

業

と

言

え

る

だ

ろ

う

．

学
生
生
活
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
検
討
さ
れ
る
事
業

Ｃ‐
こ
れ
ま
で
の
事
業
部
事
業

２
書
籍

・
日
用
品
・
学
用
品

・
電
化

製
品
の
販
売
業
務

ｅ
各
種
資
格
取
得
講
座
の
運
営
業
務

●
公
開
講
座
の
運
営
業
務

●
駐
車
場
管
理
業
務

０
そ
の
他

0徳 山大学校友会  会員数 8,901名

広 島 支 部  目召和56年 7月 5日  発足
関 東 支 部  昭和61年 11月 8日 発足
山口県東部支部  昭和63年 2月 21日 発足
※その他クラブ。職域でOB会が組織されているし

O徳 山大学校友会 沿革

C徳山大学校友会 主な年間活動
t,事業生に対する活動
|‖校友会誌発行
121支 部助成
(31各 同窓会援助
141名簿作成
i3母校に対する支援活動
「1,学寮経営    (城 ヶ丘寮・速玉寮。道仁寮。光風寮)

12,喫茶経営    (大学10号館にて)
13,保険事業    (学 生総合保障制度)
141ク ラブ団体助成 (全国大会出場クラブヘの助成)
15)校友会文庫   (大学図書館への図書寄贈

現在約1′ 000冊 )
.61卒業記念品・卒業生名簿贈呈

_地域社会に対する活動  文化講演会・セミナーの開催
11,文化講演会  (会場 :徳山市文化会館)

～徳山市文化振興財団との共催～

平成4年 1月 23日  五木 寛之 「暗愁のゆくえ」
平成 5年 3月 10日 推名  誠 「風のようなはなし」
平成6年 3月 26日  小沢 昭― 「明日のこころ」
平成7年 5月 25日  内館 牧子 「刺激的な男たち'子たち」
平成 7年 9月 18日 藤本 義― 「人間再発見」

12)文化セミナー (会場 :徳山市文化会館)
～徳山大学教授陣による市民対象のセミナー～

徳山大学総合経済研究所。徳山市民文化振興財団と共催
平成5年度 杉光 英俊・福島 康人 粟屋  剛・

大竹 義則
平成6年度 浅野 ―郎。大西 昭生・佐理伴真育
平成7年度 井上 和幸・佐原 昌弘。中谷 孝久

平成8年 3月現在

昭和49年 (194年 )12月

昭和50年 (1嘔年)3月

昭和55年 (19“年)2月

_ ′′ - 2月
昭和57年 (畑 2年 )10月

昭和62年 (榔 7年 ).4月

平成 2年 (1"0年 )10月

徳山大学OB会発起人会開催
第 1回 OB総会開催。OB会発足
第 1回徳山大学同窓会開催

名称を徳山大学校友会に変更

徳山大学記念館に緞帳寄贈

徳山女子短期大学にブロンズ像

徳山大学に建学の碑寄贈

T10KIUIDAI



平
成
７
年
度
評
議
員
会
開
催

平
成
６
年
度
決
算
、
７
年
度
予
算
承
認

新
役
員
選
出
さ
れ
る

平
成

７
年
度
評
議
員
会

が
６
月

２４
Ｈ

‐‥Ｉ‥，
ア
ド

・
ホ

ツ
ク
ホ
テ

ル
丸
福

に
て
行

わ
れ
た
。
議
事

は
次

の
六
項
目

で
あ

っ

た
。

‐１１
第

１
号
議
案
…
平
成

６
年
度
事
業
及

び
決
算

に

つ
い
て

②
第

２
号
議
案
…
平
成

６
年
度
監
査
報

告

に

つ
い
て

●
第

３
号
議
案
…
平
成

７
年
度
活
動
方

針
及
び
事
業
計
画
に

つ

い

て

●

第

４

号

議

案

…

平

成

７
年

度

予

算

案

に

つ

い

て

崎

第

５

号

議

案

…

役

員

改

選

に

つ

い

て

●

第

６

号

議

案

‥

そ

の

他

こ

の
中

で

、

ま

ず

１

号

議

案

に

つ

い

て
各

部

長

よ

り

事

業

報

告

が

さ

れ

、

そ

の
後

幹

事

会

に

つ

い

て

報

告

（
７

年

度

３

回

開

催

）

が

あ

り

、

平

成

６
年

度

決

算

に

つ

い

て
原

案

ど

お

り

承

認

さ

れ

た

。

続

い

て
監

査

の
米

山

氏

（
１
期

卒

東

山

口
信

用

金

庫

勤

務

）
、
松

宮

氏

（
７

期

卒

綜

合

警

備

保

障

勤

務

）

よ

り

６

年

度

予

算

に

つ

い

て

適

正

に
処

理

さ

れ

て

い
る

と

の
報

告

を

受

け

た

。

３
号

議

案

で

あ

る

本

年

度

の
活

動

方

針
と
し
て
、
設
」口
２０
周
年
を
迎

え
、
柔
軟
な
発
想
の
も
と
に
校

友
会
並
び
に
母
校
の
発
展
に
寄

与
貢
献
し
て
い
く
。
そ
の
た
め

に
、
学
長
の

「地
域
に
愛
さ
れ

る
大
学
」
「地
域
に
尊
敬
さ
れ
る

大
学
」
と
い
う
理
念
を
支
援
し

大
学
と
の
協
力
体
制
を
と
っ
て

い
く
と
い
う
方
針
が
発
表
さ
れ

た
。今
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に

あ
た
り
平
成
７
年
度
か
ら
８
年

度
２
年
の
役
員
を
選
出
し
た
。

会
長
に
は
新
し
く
國
度
憲
氏

（１
期
卒
中
国
ア
セ
チ
レ
ン
勤

務
）
が
選
出
さ
れ
た
。
こ
の
後
、

平
成
７
年
度
予
算
並
び
に
２０
周

年
記
念
事
業
予
算
に
つ
い
て
幹

Ｉ
長
よ
り
脱
明
．
承
認
を
受
け

た
‥新
会
長
の
も
と
校
友
会
の
新

た
な
る
展
開
を
期
待
し
た
い
〓

新
会
長
は
信
義
を
重
ん
じ
、

同
窓
生
の
輪
を
大
き
く

広
げ
た
い
と
語
る
。

今
回
新
会
長
に
就
任
し
た
、
國
廣
氏

に
抱
負
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

―
―
國
廣
さ
ん
、
会
長
就
任
に
あ
た
り

ま
ず
ひ
と
こ
と
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
度
皆
様
の
ご
推
薦
に
よ
り
会
長

を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
そ
の
市
黄

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
校
友
会
の
発
展
の
た
め

会
員
の
皆
様
並
び
に
幹
事
の
方
々
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
運
営
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

―

・会
長
が
信
条
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
は
大
切

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
同
窓
会
で

は
信
頼
関
係
と
い
う
も
の
が
何
よ
り
大

切
で
す
し
、
信
義
を
重
ん
じ
た
つ
き
あ

い
を
し
て
い
け
ば
、
‐１１
窓
生
の
輪
も
広

が
り
、
会
も
自
ず
と
発
展
し
て
い
く
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

山本

今 元

岡

國度

井 口

米 山

柴村

三嶋

村瀬

中村

元 山

啓介

英 之

哲敏

喜友

伸明

大

隆史

秀樹

道陽

晃

長  藤 岡 正史

(広報部長 ,

(事業部長 )

監    査

事 務 局 長

(事業部担当)

事 務 局 員

(11,;11`部

=当

|

(広報部担当)

(企画部担当)

憲

男

稔

義

幸
　
　
基

廣

谷

坂

上

回

古

小

井

光

道

男

幸

彰

将

文

浩

文

保

秀

泰

昌

宮

田

田

広

崎

村

川

松

原

守

角

箱

磯

瀬

長

一長
　

　

長

会
″
事
轄

会

副

　

幹

副

幹

(企画部長 )

(広報 部長 )

●國度 憲 昭和26年 1月 11日生まれ、山口県出身。
中国アセテレン本社営業推進部長、趣味はゴルフと
スポーツ観戦、読書、学生時代は幅広い活動の中、、
大学づくりに励んだ。校友会副会長としてこれまで

も長く会のために尽力されてきた。非常に後輩から
の信望も厚 く今後の活躍を期待されている。

今
回
役
員
改
選

に
あ
た

っ
て
本
部
組

織

に

つ
い
て
説
明
し
た

い
（
ド
図
参
照

）
，

本
会

に
は
会
長

・
副
会
長

・
幹
事
長

が
あ
り

こ
れ
を

二
役
と
呼
ん
で

い
る
。

大
学
と

の
話
し
合

い
や
、
そ
の
他

の
外

部

に
お

い
て
の
折
衝
等

こ
の
ｆ
役

が
行

う
。
副
幹
事
長

に
は
大
学
勤
務

の
Ｏ
Ｂ

か
ら
選
出
さ
れ
各
部
と
大
学

の
ジ

ョ
イ

ン
ト
的
役
割
を
す
る
。
事
業
推
進

の
た

め
四
部

（
企
画

・
組
織
強
化

・
広
報

・

事
業
）

が
設
置
さ
れ
部
員
は
大
学
外

○

Ｂ
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
る
。
各
部

は

そ
れ
ぞ
れ
事
務
局

に
大
学
勤
務

の
Ｏ
Ｂ

が
あ
た
り
、

こ
の
と
り
ま
と
め
に
事
務

Ｈ
長

が
あ
た

っ
て

い
る
。
事
務
局
長
は

各
部

の
み
な
ら
ず
、
三
役
、
さ
ら
に
支

部
と

の
調
整
を
行
う
と

い
う

こ
と
か
ら

非
常

に
重
責

か

つ
多
忙
と
な
る
。
そ
れ

ゆ
え
校
友
会
全
体

で
も
特

に
信
望

の
厚

い
者

が
担
当
す
る

こ
と
と
な
る
。

こ
の
会
長
よ
り
各
部
員
を
幹
事
ま

で

（事
務
局
は
除
く

）
を
幹
事
と
言

い
そ
の

会
議
を
幹
事
会
と
言
う
．
幹
事
会

は
会

長

の
招
集

に
よ
り
年
最
低

２
同
開
催
さ

れ
る
。

こ
こ
の
場

に
お

い
て
、
様

々
な

議
題

が
審
議

さ
れ
、
最
終
的

に
は
定
期

（
毎
年

６
月
第

四
週
開
催
）
の
評
議
員
会

に
お

い
て
承
認
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。

評
議
員
は
１
号
議
員

が
職
域
代
表
、

２

号
議
員

が
地
域

・
支
部
代
表
、

３
号
議

員

が
ク
ラ
ブ

Ｏ
Ｂ
代
表
、

４
号
議
員

が
期
別
巧
労
者
と
な

っ
て
お
り
、
現
在

４８
名

で
構
成
さ
れ

て

い
る
。

こ
の
評
議

員

に
は
卒
業
生
で
あ
れ
ば
自
薦

。
他
薦

問
わ
ず

一
定

の
要
件
を
満

た
せ
ば
事
務

局
と
調
整

の
上
な
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
と

こ
ろ
が
組
織

の
あ
ら

ま
し
で
あ
る
。
役
員
諸
氏
は
非
常

に
多

忙
な
中
、
会
発
展

の
た
め
努
力
し

て

い

る
。
会
と
し

て
は
ま
だ
ま
だ
多
様
な
人

材
を
広

い
世
代

か
ら
求
め

て

い
る
。
今

回
少
し
で
も
本
部
組
織

に

つ
い
て
関
心

を
も

っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

で
あ
る
。

2名

大学選出幹事があたる

TOKUDAI
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副幹事長

企

画

部

長
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強
化
部

長

広
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部

長

事
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部

長

事
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各方面で活躍する0日は
皆いい顔をしている。

(19期卒)三菱自動車川崎勤務

斎藤秋博さん
(19期卒)協和発酵勤務

山中雅英さん
神奈川県川崎市在住
社会人野球日本選手権で優勝。チーム

では 2番ショー トでフル出場。大会表

彰選手としてみごと打撃賞を受賞した。

学生時代から俊足好打でオールマイテ

イーな選手として活躍していたが、全

国を舞台にその名を轟かしている。今

後の活躍をますます期待したい。

山口県防府市在住

都市対抗野球全国大会にNKKの 補強
選 手として参加、準艦勝を果たした。

斎藤さんとは大学時代の同級生。 ||1中

さんは学生時代キャブテンとしてチー

ムを引っ張っていたが、1児在、協和発

1嗜硬式野球部でもキャブテンとして活

躍中、最近結婚したばか りで、の りに

のっている。その横 を少し
ご紹介申しあげます (12期卒)有限会社青木フク商店勤務

青木義雄さん
山口県防府市在住
女性が必ず一度は憧れるウェデイング。

その結婚式を専門にしている職場で働
いている彼女は、毎日が楽しいと笑顔

で語る。こちらの結婚式に招かれて来

たお客さんの中で、徳大の先輩だった

人たちに会うこともしばしばあるそう。

将来の夢はやはりこちら遠石会館で結

婚式を挙げることらしい。

(20期卒)株式会社遠石会館勤務

藤村弘美さん

.||.・‐・ ―___.‐  .|■ .■― ■|   . .  ■■.|  |_| ‐
■ |_ ・‐‐‐ ―  |‐・|  ・・― ・

山口県徳山市在住

家業「青木フグ商店」で鮮魚の卸しをし

ながら、 この度自費て フクの文化」を
出版。フク発祥の地である徳山市民に

もっとフクを知ってもらいたいという
‐心から執筆.普段はベンよりも色「
を握っている時間の方が長いのだが、

原稿は意外にスラスラ占けたとか。現

在地域の顔となって多方面で活躍中.
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移りゆく徳山大学〃
表紙写真を見比べても随分変わったな。/と 思われる方も
多いと思う。時代の変遷とともにキャンパスも変わった。
そして今も変わりつづけている。

清潔感に着目したキャンパス
が、どう変わるといって高

'韓

階の校合が

か、音響効果抜群のホールができた

外部にも ^目 瞭然なキャンバス

だろうが、近年推 し進め ら

とか

れているの というテーマに沿った学

文 イ[`
お
計
計
Ｌ
一一

ひねる、押すという

生本位の改築で

洗面は自動洗浄

例えば|‖水ンヤワー、
の使用するトイレで、

は必要ない。また

ル、教室のt調な
う1青 i繋′惑に:希″t

ている。

窓、壁、天丼のリニュ

ど、学生が快適にすご

るキャンバスつ くりがな

… …
｀‐‐ 姜‐.‐ 1部 ―`.纏:泰 m‐ 魃 1亀機 嶽轟| ‐隧 1翁

~・

1 ‐   : |・  . 1.      :: '  :■|‐ ■|・ ‐   ― | ‐‐
1■ ■■ _ _:.

■

=■
曇轟≡義辣ヽ

ぶらは最高〃
平成 7年 1月 3日 より5日 まで今年
も盛大にぽぶら祭が挙行された。テー
マは
｀`
宴
″
。111そ うに見えるこのテーマ

の向こうに今の学生ならではの、熱い

メッセージを感じた。人祭 1週間前は
決起週間として、学内でのキャンペー
ンがおこなわれ、それは 2年前より復
活した市中パレー ドにより最高の盛り

あが りを見せたt.3日 間での動員数は
糸〈Jl万人、1也わ支からの来訪者も多く:地
域一体型の定着したイベントとなった。

とりわけ本年度はデイスコに代わり、
｀
宴
″
と称して、ファイヤー点人の後お

でんにビール、 |1酒 を振る舞い、途中
ゲームを交えて参加者 ^体で楽しいひ

とときを送るといった企画は、大好評
であつた。尚今回の大祭を記念してぽ

ぶらの植樹が校友会より行われました。

●
一
●
●

一

徳山大学総合 ンド完成
昨年4'j30H徳 山大学 ラ ン

ドが完成した_第 3種公認
型ウレタン舗装陸上競技場で、

カー、ラグビーも試合ができる

の素晴らしいグランドで体育祭が開

催されたも真新しい緑のインフィー
ルドに教職員・学生の心地よい汗が

流れた。

トス(学生ラウンジ)紹介
ご存じのとおり通称学食はトス

に生まれ変わり、学生の憩いの場
となっている。食十の方のメニュ

ーも定食 (380円 )も のから 1品 も
の、めん類、カレー、どんぶりも
のと多種多様.裏庭の桜を見なが
らの昼食は 1年に 1度の最高のン

チユエ~ン ヨンt,絶品素晴らしいぅ
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緑の風と光のなかで
本年度最優秀団体に選ばれた剣道部は、全国の強豪
と凌ぎをけずり3位入賞を果たした。また、ラグビー

部も地区対抗大会で準優勝と本年度もスポーツ面の活
躍は目ざましかった。

国際親善日米レスリング開催
2年に 1度国際交流試合として開かれて
いる日米レスリングが本年も本学記念館に

て開催されたし対戦相手はオレゴン′州立大

―ム.米国西海岸ではトップクラスで
―ムある全国でも10位台にランク

スポーツ

さオ■ 徳大チームも西 |」 本学生春季

リーグ戦 日の曖勝を果たしており

52キ ロ級か

また交歓会

口級まで熱戦が続いた _

贈呈、演武会などを

交え親交が深め ら

2年連続 優勝
令同地 |ズ ナ」抗ラ ―中国・四国大会
決勝は四国代表 とσ)附lて イ`丁オ,オ t

‥、（一Ｒ
・一〓
●

賽
隷
・

4年 国大会出場
徳山大学女子バ

区大会代表として
の部の特徴は非常
だろうし練習場の i

快活な声で挨拶を

中の動きもきびき
らしさの定義づけ

く学生らしさをも
んな彼女達の当面 (

る。先日の今回大
つけすご〈励みに

場は確実c i是非と

ットボール部は今年も中国地
4

に しさが備わっていること

〈と
｀
こんにちわ

″
と

大会に出場した。こ

気持ちがいい。練習
かである。学生

`)t女

達はまさし

た。徳山大学

百こ ば90対 5の
わってみれ

あつた。この結果、全

することとなった。今回大

してく
び してい

ってクラ

は様々だろ

国地区ナ、 ビー大会に中国・四同代
表 とし

でいる。そ
会 は 地区の代表により行われたし

回戦順天堂大学を41-8で勝ち
く準決勝仙台大学‖]え も52-6で圧勝 .
と駒を進めた,決勝では惜しくも

13-23で おしぎみに進めながら集中力の
差で武蔵工業大学に惜敗した。

の日標は今日大会
会には関東支部の方

で あ

け

なったそうだ。おそらく今
も一回戦突破してもらいたい。

平成フ年度
文化体育活動優秀表彰団体

２
位

優
勝

優
勝

３
位

３

位

３

位

IT101KIUIDAI

~■

■
■
〓
■
ｉ
一
道大会

（カ
バ
デ
ィ
部
）

●
●
全
国
学
生
カ
バ
デ
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選
手
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大
会

●
●
●

●
―

一
●
西
，
本
カ
バ
デ
ィ
大
会

一
●
西
日
本
学
生
レ
ス
リ
ン
グ

●
●
一
一
―
　
　
春
季
リ
ー
グ
戦
　
優
勝
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部
）

―
●

●

●

・
　

一
―

〓
●
西
日
学
生
柔
道
優
勝
大
会

●
一
一
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●
●
一　
　
（男
子
）
　
２
位

一
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一
根
一一
撮
終
選
考
会
　
２
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柔
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子
）
　

３
位



TOKUDAI
３０
人
の
共
同
生
活

古
き
良
き
時
代
…

昭

和

５１
年

に

開

設

さ

れ

た

城

ケ

丘

寮

が

こ

の

３

月

を

も

っ
て

そ

の

２０
年

の
歴

史

に

幕

を

閉

じ

る

こ

と

と

な

っ
た

。
４

・
５

畳

の

部

屋

台

所

、

風

呂

、

ト

イ

レ

、

電

話

共

同

と

い
う

ス
タ

イ

ル

で
今

日

ま

で

き

た

。

そ

の

間

、

学

生

団

体

の
役

員

、

各

ク

ラ

ブ

の

役

員

を

多

数

輩

出

し

、

学

内

で

は

″
城

ケ

丘

″

と

い
う

だ

け

で

一
日

お

か

れ

る

存

在

で

あ

っ
た

。

こ

れ

は

一
見

窮

屈

に

見

え

る

寮

生

活

の
中

で
寮

長

を

中

心

に

み

ご

と

な

ば
か
り
の
団
結
力
を
生
む
運
営
形
態
が
続

け
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
２０
年
で

約
６
０
０
人
１
学
年
分
の
学
生
が
こ
の
屋

根
の
下
で
過
ご
し
て
き
た
。

城
ケ
丘
寮
で
は
、
１
年
間
様
々
な
寮
行

事
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
特

色
と
な
っ
て
い
た
の
が
和
太
鼓
演
奏
で
あ

る
。
徳
山
市
の
郷
上
去
能
で
あ
る
大
徳
山

太
鼓
回
天
の
修
得
を
通
じ
て
心
身
の
鍛
練

を
図
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
大
学
や
広
く

地
域
に
も
認
識
さ
れ
、
今
も
活
躍
す
る
回

天
太
鼓
同
好
会
の
発
足
の
原
動
力
と
な
っ

た
。考
え
て
み
る
と
、
現
代
の
よ
う
に
少
子

化
の
な
か
で
他
の
人
間
と
の
共
同
生
活
を

行
う
経
験
は
希
有
で
あ
る
以
Ｌ
に
貴
重
な

も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
寮
に
入
っ
た

当
初
の
感
想
と
出
て
い
く
時
の
感
想
に
は

大
き
な
ひ
ら
き
が
あ
る
。

―
―
思
い
出
と
い
う
の
は
、
少
し
ず
つ
削

ら
れ
て
ゆ
く
も
の
、
こ
の
寮
で
過
ご
し
た

思
い
出
も
い
ず
れ
削
ら
れ
て
消
え
て
し
ま

う
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
僕
は
こ
ん
な

い
い
思
い
出
を
消
し
て
し
ま
う
の
は
惜
し

い
気
が
す
る
。
だ
か
ら
僕
は
こ
の
思
い
出

を
決
し
て
削
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
箱
に
そ

っ
と
し
ま
っ
て
お
き
た
い
。
―

今
年
度

の
寮
生
の
感
想
文
よ
り
―
―
学
生
で
あ
る

が
ゆ
え
に
ま
た
多
感
純
粋
な
時
期
と
思
う

が
、　
一
人
の
青
年
の
言
葉
と
し
て
、
非
常

に
感
銘
を
受
け
た
‘

学
寮
と
い
う

．
見
時
代
遅
れ
の
よ
う
に

見
え
る
中
に
、
こ
こ
で
な
い
と
決
し
て
得

る
こ
と
の
で
き
な
い
学
生
時
代
な
ら
で
は

の
宝
も
の
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
…
…
〓

ありがとう
城ヶム寮

ごのコーナー●餞 ノレをントを募集4丸,
どんな大きな形オlら手の平タイズまこ
正三シンクθκ〃賃属の月P吝筋死ζめ そら

(応 募方法〉
官製八ガキに希望の商品名、住所、

氏名、年齢を書いて、〒745徳山市
久米徳山大学校友会事務局までこ応

募下さい。発表は商品の発送をもっ

てかえさせていただきます。

徳大インスタントカメラ

!ptwvwxe

駒にホ
'ラ
の業をワンポイン

トした白い Tン ヤツ。学生の告
さんか らは大好評 ″

こちらを徳山大学 を卒業 され
たOB・ OGの 方10名様へ特別にプレゼ
ン トいたします。 また、随時校友会にて

販売いたしてお ります。

提供/徳山大学

徳山大学のキャン′` ス全景がブ リン トしてある

フラツンユ付 インスタン トカメラ。井売品ですの

で、ここだけ しか入手で きないとても貴重なカメ

ラです。レジャーや、旅行のお供にどうぞ。

あ
な
た
の
記
事
が

会
誌
を
つ
く
る

校
友
会
広
報
部

で
は
Ｏ
Ｂ
か
ら

の
あ

ら
ゆ
る
情
報
を
お
待
ち
し

て
ま
す
。
会

社
を
起

こ
し
た
人
、
自
分

の
夢

に
挑
ん

で
お
ら
れ
る
人
、
そ

の
他
何

で
も

２４
時

間

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
ｈ
は
電
話
と
同
じ

０
８
３
４
１

２８
１

７
４
５
４
、
た
く
さ
ん
の
情
報
を

お
待
ち
し

て
ま
す
。

現
在
会
員
数
約
９
、
０
０
０
名
の
本

会
の
主
な
収
入
源
は
卒
業
時
に
納
入
さ

れ
る
人
会
金
と
永
久
会
費
で
あ
る
。
そ

の
後
、
特
に
定
期
的
徴
収
は
し
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
後
も
会
員
数
は
増
加
の

一
途
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
定
の
収
人
の

中
で
圧
迫
す
る
部
分
が
他
な
ら
ぬ
こ
の

会
報
の
発
行
で
あ
る
。
し
か
し
会
報
を

充
実
さ
せ
、
さ
ら
に
情
報
を
送
り
出
す

と
い
う
こ
と
は
、
校
友
会
の
目
的
と
し

て
最
も
大
切
な
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ

そ
こ
で
、
こ
の
会
報
を
発
行
す
る
に

あ
た
っ
て
の
協
賛
広
告
の
掲
載
募
集
を

行
い
ま
す
．
よ
り
充
実
し
た
紙
面
づ
く

り
の
た
め
ど
う
か
ご
理
解
ご
賛
助
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

校
友
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

ヽ
ヽ
い
．

編集後記
年度もいよいよ押し迫ってようや

く発行した会誌でしたが、いかがだ
ったでしようか。今年度より瀬川広

報部長のもと20期卒元執行部委員長

今元氏を迎えて本会誌も新展開の様
相をみせています。
1`と
くだい
″
という愛称でこれから

も紙面の充実を図りたいと思います。 贅
広
薔

◎


